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(1)   

 

仕訳日記帳の画面上部[ファイル

（F）]を開き、[エクスポート]をク

リックします。 

 

 

[表示]ボタンをクリックし仕訳を表示

させてから操作を行います。 

 

(2) 
 

 

 

「エクスポート」をクリックする

と、保存画面が表示されます。 

任意の場所に保存をしてください。 

 

 

保存した CSV ファイルがインポートす

る上でのひな型となります。 

(3) 

 

 

 

 

 

保存したファイルを開き、4行目以

降の文字列を全て削除します。 

CASHRADAR PB システムではエクスポート／インポート機能を利用し、外部からの仕訳データや過去に登録

済の仕訳データを取込むことが可能です。 

外部データの場合は、PBS のひな型に合わせてデータを加工する必要がございます。 

仕訳データのインポート作業について 

１ インポート用ひな型 CSV ファイルの作成 
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他ソフトなどから出力した外部データを、CASHRADAR PB システムのひな型に合わせて加工します。 

外部仕訳データの各項目をコピーし、ひな形 CSV ファイルへ貼り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必須項目（3、4 ページ参照）が外部の仕訳データにない場合は、直接入力をします。 

（例）必須項目：G 列【登録 No】が外部データにない 

 

 

 

 

 

 

 

  

【 注意点 】 

外部データで使用している科目や部門と、PBS の科目設定・部門設定は完全一致する必要があります。 

外部データにはあって PBS にはない部門や、名称が違う科目がある場合は事前にマスタの調整を行ってください。 

２ インポート用ひな型 CSV ファイルの加工 

外部の仕訳データ 

ひな型 CSV ファイル 

外部仕訳データの各項目をコピーし、 

ひな形 CSV ファイルへ貼り付けていきます。 

外部の仕訳データ ひな型 CSV ファイル 

外部データにコピーする

項目がないため、 

登録 No を直接入力 
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◆CSV ファイルについて 

CASHRADAR PB システムのひな型 CSV ファイルに合った内容でなければインポートを行うことはできません。 

インポートを行う CSV ファイルでは、行と列の構成、および必須項目を一致させる必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行（縦の項目）について 

行 

1 対象年月日を記述します。 

2 空欄 

3 インポート項目を記述します。 

4 インポートする仕訳情報を記述します。（4 行目以降） 

 

列（横の項目）について 

列 項目名 必須 組 備考 

A Ｅ／Ｕ付箋     付箋の付いた仕訳とする場合、「EU 箋」と記述します。 

B Ａ／Ｏ付箋     付箋の付いた仕訳とする場合、「AO 箋」と記述します。 

C 複合仕訳     
記述不要です。（入力した値は無視されます） 

複合仕訳は、同一日付の同一登録Ｎｏの場合に判定されます。 

D 決算修正仕訳     仕訳が決算仕訳の場合、「決算」と記述します。 

E 削除     削除した仕訳の場合、「削除」と記述します。 

F 日付 ●   
YYYY/MM/DD の形式で記述します。 

例）2020 年 08 月 1 日の場合、「2020/08/01」と記述します。 

G 登録 No ●   

任意の番号を記述します。 

ただし、インポート後の仕訳の登録Ｎｏは自動採番となります。 

同じ日付で、同じ登録Ｎｏの仕訳を複合仕訳と判定します 

H 摘要コード     記述不要です。（入力した値は無視されます） 

I 摘要名     半角 40 文字を超える文字はインポート時に切り捨てられます。 

J 取引先コード     記述不要です。（入力した値は無視されます） 

K 取引先名     半角 40 文字を超える文字はインポート時に切り捨てられます。 

L 借方_勘定科目コード ● 

■ 

「科目設定」画面の科目コードを記述します。 

名称と合わせて、科目設定と異なる場合はインポート時にエラーとなります。 

M 借方_勘定科目名 ● 

「科目設定」画面の科目名を記述します。 

コードと合わせて、科目設定と異なる場合はインポート時にエラーとなりま

す。 
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「組」＝コード・名称の双方が、PBS のマスタと一致している必要があります。 

列 項目名 必須 組 備考 

N 借方_補助科目コード   

■ 

「科目設定」画面の補助科目コードを記述します。 

名称と合わせて、科目設定と異なる場合はインポート時にエラーとなります。 

補助科目がない場合は空白とします。補助科目はあるが不明の場合は

「0000」とします。 

O 借方_補助科目名   

「科目設定」画面の補助科目名を記述します。 

コードと合わせて、科目設定と異なる場合はインポート時にエラーとなりま

す。 

P 借方_消費税区分コード     
消費税設定画面のコードを記述します。記述がない場合「000」と変換されま

す。 

Q 借方_消費税名     記述不要です。（入力した値は無視されます） 

R 借方_消費税率     消費税率を記述します。税率 0%の場合は記述不要です。 

S 借方_税表示区分     
内税の場合「1」、外税の場合、「2」を記述します。 

記述がない場合、内税へ変換されます。 

T 借方_税表示区分名     記述不要です。（入力した値は無視されます） 

U 借方_部門コード   

■ 

部門設定画面の部門コードを記述します。記述がない場合「000」と変換され

ます。名称（略称）と合わせて、部門設定と異なる場合はインポート時にエラ

ーとなります。 

V 借方_部門名   

「損益部門設定」の略称名を記述します。（損益部門名ではありません） 

コードと合わせて、損益部門設定と異なる場合はインポート時にエラーとなり

ます。 

W 借方_税込金額 ●   税込金額を記述します。 

X 借方_税抜金額 ●   税抜金額を記述します。 

Y 借方_消費税金額 ※    消費税金額を記述します。※課税取引の場合は入力が必須。 

Z 貸方_勘定科目コード ● 
■ 

（借方項目に同じ） 

AA 貸方_勘定科目名 ● 

AB 貸方_補助科目コード   
■ 

AC 貸方_補助科目名   

AD 貸方_消費税区分コード     

AE 貸方_消費税名     

AF 貸方_消費税率     

AG 貸方_税表示区分     

AH 貸方_税表示区分名     

AI 貸方_部門コード   
■ 

AJ 貸方_部門名   

AK 貸方_税込金額 ●   

AL 貸方_税抜金額 ●   

AM 貸方_消費税金額 ※    

AN 証 No     証 No を記述します。（半角英数文字に限ります。例：A123） 

AO Ｅ／Ｕ付箋     
付箋コメントがある場合に記述します。 

半角 200 文字を超える部分はインポート時に切り捨てられます。 

AP Ａ／０付箋     
付箋コメントがある場合に記述します。 

半角 200 文字を超える部分はインポート時に切り捨てられます。 
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ひな型 CSV ファイルの作成後、CASHRADAR PB システムへインポートを行います。 

 

(1)   

 

仕訳日記帳の画面上部[ファイル

（F）]を開き、[インポート]をクリ

ックします。 

 

 

[表示]ボタンをクリックし仕訳を表示

させてから操作を行います。 

 

(2) 

 

 

 

 

 

[参照]ボタンをクリックし、ひな型

CSV ファイルを選択します。 

(3) 

 

 

 

[F2OK]をクリックし、「インポート

処理を実行します。よろしいです

か？」のメッセージに対し[はい]を

選択します。 

 

インポートが実行され、CSV ファイ

ルの内容が仕訳日記帳に追加されま

す。 

 

以上で、インポート作業は完了となります。 

 

 

３ CSV ファイルのインポート 
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◆主なエラーメッセージについて 

CSV ファイルの内容に不備があると、インポートをした際にエラーメッセージが表示されます。 

内容に応じて CSV ファイルや CASHRADAR PB システムのマスタの修正を行ってください。 

 

  

 

「○行目 △△が未入力です。」 

税抜金額や勘定科目コードなど、必須項目が未入

力になっている場合に表示されます。 

 

 

 

「指定した○行目 △△のデータは存在しません。」 

PBS のマスタと CSV のデータが一致していない

場合に表示されます。 

 

（例）外部データでは勘定科目名・コードが「5221

商品仕入高」になっているが、PBS 科目マスタで

は「6221 仕入高」になっている。 

 

 

 

「CSV ファイルのヘッダ情報が正しくありません。」 

CSV ファイルのヘッダ情報（＝上 3 行）に不備

がある場合に表示されます。 

 

（例）3 行目 D 列「決算修正仕訳」が「決算仕訳」

になっていた。 

 

 

 

「インポート中のエラーにより、処理は中止されました。」 

インポート用の CSV ファイルを開いている場合

に表示されます。 

 

 

 

 


